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日常生活における尿中クレアチニン排泄量の変動
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us.　日常生活における尿中クレアチニン排泄量の変動を検討したが、その変動に一定の｀

日内変動パターンは見いだされなかった。尿中クレアチニン排泄量を変動させる要因とし

ては、一般に食事、運動および水分摂取が考えらているが、演者らは特に運動と尿中クレ

アチニン排泄量の関係について検討を行ったのでまとめ報告する。

方法　被検者は、健康な２０才女子学生とし、採取した試料尿は2 4時間以内に尿量、比

重、クレアチニンの測定を行った。　その他、血中クレアチニン、心拍数等も測定した。測

定日には食事による影響を除くため、肉の多食をさけ食後２時間以上経過していることを

を原則とした。運動負荷は日常的な運動およびエルゴメーターを使用した。

宣亙　運動により尿中クレアチュン排泄量は増加した。その度合いは負荷させた運動の強

度が強いほど大きくなる傾向があったが、増加後の挙動は負荷強度によって異なっていた。

また、同じ運動を負荷させた場合でも被検者により増加の度合いが異なった。　これらの原

因として次のことが考えられた。

　1）クレアチンリン酸の分解による血液中クレアチニンの増加。

　２）発汗による血液中クレアチニンの濃度上昇。

　3 ）発汗後の水分摂取による血液中クレアチニン濃度の低下。

　4 ）酸素消費量の増加に伴う腎臓血流量の減少

1）2）により尿中クレアチニン排泄量の増加が、３）４）により減少が考えられた。こ

のため運動の負荷量、被検者の運動能力などにより変動の仕方が異なったと思われる。
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唾液中a -アミラーゼ活性におよぼす紅茶タンニンの影響
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目的　唾液中a －アミラーゼの活性は、紅茶抽出液を加えることにより著しく阻害される、一一一

これは紅茶製造中に生じた重合度の高いタンニンが影響をおよぼしていることは既に報告

した。そこで本報では紅茶タンニンによる唾液中a －アミラー･ゼ活性低下反応の化学的特

性を明らかにするため検討を加えた。

を法　紅茶抽出液として、茶葉3?に熱水200in≪を加え３分間抽出後口別し、そのロ液を用

いた。　a -アミラーゼ活性はジニトロサリチル酸を使用する光電光度法（DNSA法）、タン

パク質の定量はビュレット法をそれぞれ用いた。

結果　紅茶タンニンと唾液中のタンパク質（a -アミラーゼ、ムチン）の結合体について
一一
検討した。各種pH （pH5, 0～9. 0）での紅茶タンニンによる活性低下率を測定したところ、

PHの増加にともない低下率が減少する結果より、結合体の形成は酸性では安定、アルカリ

性で不安定といえる。電解質の影響については、NaCl添加による低下率を測定した。濃度

増加に比例し低下率も増加し、タンニンが水溶液中で会合するための限度である3～5％?i

度では活性残存率がわずかに10％前後であった。水素結合については、0 , 5 , lOMの各

尿素溶液を添加し低下率を測定したか大きな変動は認められなかった。さらに唾液中のム

チンを遠心分離（1. 8×10 =　rpm,　10分）により除去し、低下串を測定したところ、わず

かではあるが除去前に比べ減少が認められた。　これらの結果よりa －rミラーゼの紅茶タ

ンニンによる活性阻害反応は、ムチンを介在した酵素とタンニンの結合体の形態とともに

酵素の活性発現部位におけるイオンの変化も影響を及ぼしていると推察された。


